
かおり通信 

 

 皆さんが「ぐん」と成長するために、もう一つ、ランチボックス給食の話をします。 

 9 月からランチボックス給食が始まりました。時々、皆さんに感想を聞いていますが、先日、

高学年の人とこんな会話をしました。「ランチボックスどうですか。」「う～んやっぱり給食が

いいかな。」「どうして？」「やっぱりあったかいし。スープもあるし。」「でも、ランチボッ

クスもだいたい完食してるよ。」「おお、えらいな。」・・・。 

皆さんは、どうですか。学校に届いたランチボックスは、調理員さんたちが、1 階から 4 階ま

で手運びで運んでくださっています。そんな調理員さんたちの声を届けますね。 

「牛乳を取りに来た時、『いただきます』と言われるととってもうれしいです。」「『今日の給

食おいしかった。ごちそうさまでした。』と言われると、うれしいです。」「『ランチボックス、

運んでくれてありがとうございます。』と言われると、疲れが 

吹っ飛んじゃいます。」 

 今までの給食とはちょっと違うかもしれませんが、 

ランチボックス給食は、皆さんに必要な栄養を考えて、献立や 

調理の仕方を工夫して作っています。苦手なものもあるかもしれ 

ませんが、ぜひ、一口でもチャレンジしてみてくださいね。 

※写真はハワイアンメニューの日のランチボックスです。市の HP もぜひご覧ください。 

※ 

「心と体の成長」 
～後期も、どうぞよろしくお願いいたします！～ 

後期始業式で、「心と体の成長」について話をしました。その一部をご紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「絆を深めよう！香川小！諦めないで！最後まで！」 
～運動会の応援、ありがとうございました！～ 

 10 月 27 日（月）に延期させていただいた運動会で

すが、無事開催することができて胸を撫でおろしていま

す。たくさんの保護者・地域の皆さまにご参観、応援を

いただき本当にありがとうございました。 

「お父さんやお母さん、いらっしゃってくださった方

は、皆さんのどんな姿を見ているのですか。失敗したっ

て、転んだって、うまくいかなくたって、あなたが一生懸命、全力でやっているか。必死に走ってい

るか。友だちに声をかけているか。声を限りに応援をしているか。笑顔でやっているか。そういう姿

を見ているんです・・・。」そんな話を、開会式でしました。子どもたちは、本当によく頑張りまし

た。ぜひ、ご家庭で子どもたちの頑張りをねぎらっていただければと思います。 

 

 

 

 

 学校教育目標……『自分らしさを大切にし、互いに認め合える子どもの育成』 「自律」と「共生」 

 めざす子ども像…『共に考える子・互いに思いやる子・みんなでチャレンジする子・最後まで諦めない子』 

 めざす学校像…『子どもたちから笑顔が絶えない学校・気持ちのいい挨拶、きれいな学校・教職員同士が         

専門家として成長できる学校・保護者の期待に応える学校・地域と学校が支え合う学校』 

      茅ヶ崎市立香川小学校  校長 松永 忠弘  令和７年１０月３１日 

1１月号 
ＮＯ.９ 



 

 

「身近な言葉で思いやろう！」 
～「いじめ防止サミット」の報告をしました～ 

夏休み中に、茅ケ崎市の主催で行われた「いじめ防止サミット」に代表で出席した 6 年生が、そ

こで話し合われた内容を、後期始業式で全校の子どもたちに報告しました。 

「一人一人が気持ちよく過ごせるためにはどうしたらよいか。」・・・自分たちが、気づいたことや

考えたことを織り交ぜながら、しっかりと伝えました。 
 

いじめ防止サミットには、茅ヶ崎市すべての小学校や中学校の代表の人たちが集まりました。その

話し合いの中で、いじめを起こさないための３つのテーマを決めました。 

一つ目は、「身近な言葉で思いやろう」です。これに対して、私たちは

自分が発した言葉がよいと思っていても相手はそうは思わないことも

あると思いました。 

二つ目は、「日頃から接し方や言葉づかいを意識すること」です。日頃

から接し方や言葉づかいを意識することによって、よい生活を送ること

ができると考えます。 

最後は、「思いやりを持ち続ける・忘れない」です。思いやりは持って

いるだけでは意味がありません。なぜなら、思いやりは持つだけでなく、行動に表し、それを続ける

ことが大切だからです。 

このように、一人一人が相手への思いやりをもつことによって、良いコミュニケーションをとるこ

とができます。そして、みなさん一人一人が気もちよく過ごせるように、思いやりをもって行動し、

いじめをなくしていきましょう。 
 

「令和 7年度 子ども読書フォーラム」 
～香川小学校、図書委員会が発表をしました！～ 

10 月１５日（水）に、茅ケ崎市立図書館で、「ちがさき・子ども読書フォーラム」が開催されま

した。これは、茅ケ崎の子どもたちの読書の充実のために、市内の小学校が参加し毎年行われている

ものです。今年は、本校の読書指導をしていただいている大八木先生のブックトークに続いて、香川

小学校の図書委員会が、日頃の活動について発表しました。 

「図書室に行きたいな！」と思ってもらうために、今年、図書委

員会の子どもたちが、これまでに行ってきた活動は２つあります。 

1つは、「おすすめ本のおみくじコーナー」です。これは、ガチャ

ガチャの入れ物に「本のおみくじ」（低学年用・高学年用）が入って

いて、そこに 6 年生の図書委員のおすすめの本が書いてあるとい

うものです。おみくじを引いた低学年の子が、6 年生の図書委員の

説明に熱心に耳を傾けていました。 

もう 1つは、「しおり手作りコーナー」です。これは、図書室の一角で、オリジナルの本のしおり

が手作りできるという企画です。しおり作りが待ち切れなくて、「早く作りた

い！」という子がいたほどでした。 

そんな活動の発表に、他の学校の子どもたちからは、「アイディアがすばら

しく、参考にしたいと思いました。」「自分たちの図書室ではしていない工夫

をたくさんしていて、すごいなと思いました。」などの感想が寄せられました。 

「子ども読書フォーラム」への参加をきっかけに、本校で「読書を楽しむ」

子どもたちが、もっと増えてくれればと思います。 








